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●ＬＥＤには光のバラツキがあるため同一品番でも商品ごとに発光色、明るさが異なる場合があります。
●照射距離が近い時や照射面によって、光ムラが気になる場合があります。ご了承ください。
●ＬＥＤは交換できません。
●適合リベコム機器との組み合わせにより、光出力を約５％～１００％に変化させることができます。
　※リベコム機器(タブレット、リモコン、適合コントローラ)は、カタログ確認の上、ご使用ください。
　※使用方法、注意事項については、個々のリベコム機器の商品図面、取扱説明書、施工説明書をご確認ください。
●タブレット上では、照明器具の調光範囲外の表示または操作が行える場合がありますが、
　個々の照明器具の調光範囲内での動作となります。
●低い調光域では、色温度のズレが大きくなる場合があります。
●光出力比(％)と目で感じる明るさ感には相違があります。
●｢タブレットやリモコンとリベコム照明器具、インターフェース、適合コントローラ｣ ｢適合コントローラとリベコム照明器具や
　インターフェース｣ ｢リベコム照明器具とインターフェース｣ ｢リベコム照明器具間｣の通信距離は、障害物のない水平見通し空間
　で約１５ｍです。障害物や設置環境によっては通信距離が短くなったり電波が弱くなったりします。
　見通しとは、本照明器具から別の照明器具が直視できる状態です。誤った施工状態、使用方法では、電波の到達距離が低下します。
　到達範囲内でも電波の特性により電波が弱くなる場所があります。タブレットからの通信はBluetooth®で行います。
●本器と他のリベコム照明器具(埋込型も含む全て)、適合コントローラ、インターフェースとは、１０㎝以上離して設置してください。
　近すぎると操作が効かない場合があります。
●振動のある場所では使用しないでください。配光が変化する原因となります。
●周辺機器のノイズや障害物の影響を受けて正常に動作しないことがあります。
　・リベコムシステムの近くで下記ご使用の際はご注意ください。
　　　携帯電話やＰＨＳ電話、スマートフォン･タブレット
　　　直流電圧で駆動するベルやモーター
　　　電子レンジなどの家電製品、パソコンやＯＡ機器、無線ＬＡＮ対応機器、電子タグ、その他2.4GHz帯の電波を使用する機器、
　　　マイクロ波治療器
　　　天井埋込形エアコンや天井吊りプロジェクターなどの金属製品を設置しているとき
　・リベコム照明器具と適合コントローラおよびリベコム照明器具の間を、金属や鉄筋コンクリートなどの電波を通しにくい
　　障壁で遮っているとき
　・リベコム照明器具と適合コントローラおよびリベコム照明器具の間にある壁面内の断熱材に、アルミ箔を貼り付けた
　　グラスウールを使用しているとき
　・リベコム照明器具の周りを家具や金属製のキャビネット･パーティション･ボードなどの金属物で囲んでいるとき
　・本システムのタブレットやリモコンを操作する人の身体の向きで電波を遮っているとき
　・テレビ、ラジオの送信所近辺の強電界地域、または、近くに各種無線局のある場所でご使用のとき
●１システム当りの制御台数は、リベコム照明器具、適合コントローラ、インターフェースの合計台数が２５０台以下です。
●本システムは無線通信で照明器具を制御します。システムを使用する前にタブレットで制御を行う全てのリベコム照明器具、
　リモコン、適合コントローラ、インターフェースのシステム登録が必要です。
●システム登録を行う際は、制御を行う機器が配置されていることを確認してください。
　制御対象ではない器具は、システム登録を行わないでください。
●本システムを複数施工した場合は、他のシステムに誤登録される可能性があります。
　登録しない照明器具の電源を切って実施してください。
●システム登録が完了すると、その他のシステムから設定操作はできません。
　他のシステムから制御を行う場合は、本システムから解除してください。
●リべコム照明器具追加時は、システム登録(全ての照明器具は｢電源起動時の点灯状態｣になります)を行ってください。
　約１分後から正常動作します。
●リべコム照明器具の設置場所変更、リべコム照明器具交換時は、システム登録を解除した後に、改めてシステム登録
　(全ての照明器具は｢電源起動時の点灯状態｣になります)を行ってください。約１分後から正常動作します。
●内装変更やレイアウト変更などで周囲環境が変化した場合、通信経路が変更となり、変更前と同じ制御ができない場合があります。
●本通信方式(メッシュ方式)は、タブレットやリモコンとリベコム照明器具、適合コントローラの間、リベコム照明器具の間を
　無線通信します。通信間で電源が供給されていない照明器具やコントローラ、インターフェースがあると、通信が成立せず
　正しく動作しない場合があります。制御対象の機器は、全て電源投入をしてご使用ください。
●電源投入後、操作可能となるまで約１分お待ちください。
●本通信方式(メッシュ方式)は、空きチャンネルを探し通信を行いますが、周囲環境により通信できない場合があります。
●周囲環境により、照明器具の動作がばらついたり、動作遅延が発生する場合があります。
●タブレットとリベコム照明器具との無線通信ができない場合、照明器具の電源をＯＦＦして、５秒以上時間をあけて再投入して
　ください。
●下記のような現象が発生することがありますが、異常ではありません。
　・同一品番の照明器具で点灯および消灯時のフェード時の見え方が異なる場合があります。
　・調光の変化の幅や変化のスピードによっては、動作のズレを感じる場合があります。
　・明るさの変化が段調光のように動作する場合があります。
　・対象の照明器具の照明制御(シーン切替など)の開始、終了時間にばらつき(最大５秒以内)が発生する場合があります。
　　但し、他のBluetooth®対応機器を同時に使用した場合、このばらつきが大きくなる場合があります。
　・フェード動作中にリモコンやタブレットで操作を行った場合、フェードなしでシーンが切り替わる場合があります。
　・タブレットやリモコンから遠方の照明器具を制御する場合、制御開始までに時間がかかる場合があります。
●運用中にリベコム照明器具の電源供給を停止するとシステムに不都合が発生します。できる限り常時通電をお願いします。
　尚、電源供給を停止する範囲が確定している場合は、その領域の補完の為、中継器を設置してください。
●運用中にシステムの一部のリベコム照明器具の電源をＯＦＦした場合、電源をＯＦＦした照明器具と電源をＯＦＦしていない
　照明器具では、照明器具の点灯状態が異なる場合があります。
●復電時(含、瞬時停電時)は、電源遮断前の点灯状態には戻りません。｢工場出荷時の明るさ｣もしくは、タブレットで設定した
　｢電源起動時の点灯状態｣になります。尚、無線通信が遮断された場合は、通信遮断前の点灯状態を保持します。
●電源電圧変動などの影響により、瞬間的に明るくなったり暗くなったりする場合があります。
●バーコードリーダーの種類によっては、器具付近で使用した場合、読み取り感度が鈍くなることがあります。
　その場合には、器具との距離を離すか、器具の光を遮蔽するなどの対策を講じてください。
●電源線に大きなノイズが重畳されている環境では、チラツキなどが発生する可能性があります。
●パネル部に向けて殺虫剤を吹きかけないでください。パネルの汚れ･破損の原因となります。
●保守・メンテナンス時に個別に電源を遮断できるように、リべコム照明器具と適合コントローラの電源系統を必ず分けてください。
●リべコム照明器具はノイズ対策を実施していますが、他機器からのノイズや無線の影響により万一誤動作した時の対策として、
　リべコム照明器具を個別に電源を入切できるようにブレーカまたはスイッチを設けてください。
●リベコム照明器具は、電波法に基づく認証済みの無線設備を内蔵しています。
●無線設備を分解・改造することは法律で禁じられています。
●リベコム照明器具は、外国の電波法には適合していません。日本国内でのみ使用可能です。

使用上のご注意










